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１．概要（Summary） 

太陽電池セル表面にナノテクスチャ加工を施すこ

とにより、表面反射率を格段に抑えることができるだ

けでなく、太陽光をセル内に閉じ込めるトラッピング

効果も期待できる。これにより従来構造より数％の効

率増大が期待できる。昨年度の実験において、RIE 装

置を用いてガラス表面の CHF3エッチングと O2プラズマ

処理を行うことで、自己組織化マスクによってナノテク

スチャが形成され、光透過率の向上が得られることを見

出した。今年度は、光透過率の向上したガラス部材を用

いた集光型太陽電池システムの評価を行った。 

２．実験（Experimental） 

・反応性イオンエッチング装置 

RIE 装置による CHF3エッチングと O2プラズマ処理を

行うことで光透過率を向上させたガラス部材を用いた集

光用太陽電池システムを試作・評価した。加工したガラ

ス部材はホモジナイザーと呼ばれる二次光学素子(SOE)

で、レンズで集光した光の強度を均質化して太陽電池セ

ルに照射する素子である。RF パワーの異なる 2 つの条件

下でエッチング加工した素子(SOE1 and SOE2)をもちい

たシステムの短絡電流と発電効率を屋外で実測し、加工

を行っていない素子を用いたものと比較した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

Fig.1に示すように光透過率の向上したSOEを用い

ることで、SOE1 では約 2%、SOE2 では約 3%の電流

増大が得られた。この時の効率向上は SOE1で約 0.8%、

SOE2 で約 2.3%であった。集光型太陽電池システムに

用いる光学素子の表面加工によって光透過率を向上

させ、発電効率を改善させることに成功した。 
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Fig. 1   Relative gain of the short circuit current and 

efficiency of solar cell system using SOE1 and SOE2. 


